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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）のテトラトリコペプチドリピート含有成分をコードします。APC/Cは、B型サイクリンなどの多数の細胞周期調節因子を標的とし、ユビキチン化を介して26Sプロテアソームを介した分解を行うことで、細胞周期の進行を制御する大型E3ユビキチンリガーゼです。コードされているタンパク質は、APC/Cの適切なユビキチン化機能と、APC/Cと転写コアクチベーターとの相互作用に必要です。また、ポリA結合タンパク質と相互作用し、内部リボソーム進入部位を介した翻訳を抑制します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。これらの違いにより、下流のAUGで翻訳が開始され、アイソフォームaと比較して短いタンパク質（アイソフォームb）が生成されます。 [RefSeq提供、2008年11月],機能:有糸分裂と細胞周期のG1期の進行を制御する細胞周期調節性ユビキチンリガーゼである後期促進複合体/サイクロソーム（APC/C）の構成要素。,経路:タンパク質修飾; タンパク質ユビキチン化。,類似性:APC5ファミリーに属する。,類似性:4つのTPRリピートを含む。,サブユニット:APC/Cは少なくとも11のサブユニットから構成される。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;ユビキチンを介したタンパク質分解;プロゲステロンを介した卵母細胞成熟;
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	ANAPC5 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウェスタン ブロット分析。
	

	APC5ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

